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今月のことば ～「慎み」は、「慈しみ」から～ 西京支部会計 篠原佑季 

 今月は西京支部の篠原が担当させて頂きます。よろ

しくお願いします。 

 

我が家は主人、私、息子、娘の 4人家族です。今年

は主人が定年退職を迎え、子供たちも進学し、それぞ

れ 新たな環境での生活が始まります。 また、主人と

私は還暦を迎えます。還暦は産まれた年に戻ると教え

て頂いていますので、新たな気持ちでスタートする年

にしたいと目標を立て、寒修行に入らせて頂きました。 

今年の目標は「ありがとう」を伝えるです。 

息子が毎日「ご飯、美味しかった。ありがとう」「お弁

当、美味しかった。ありがとう」など沢山のありがと

うを伝えてくれます。心も顔も笑顔にしてくれます。

そんな魔法の言葉を私も皆さんにお伝えさせて頂きた

いと思いました。 

 

 平安だよりのお役のおかげさまで、佼成 3月号の家

庭輪読会をさせて頂きました。今月のご法話では「慎

むことも思いやりの心を深めるもので、慎みとは慈悲

と一体のもの」と教えて下さっています。 

私はいつも良かれと思って言った事で子供を怒らせ 

てしまう時がよくあります。息子は私の言い方は上か

らで、主人は提案してくれるのだそうです。言い方が

問題なだけで、言われたことは納得できると話してく

れました。家庭の中の実践は本当に難しく、わがまま

が出てしまいます。慎み深いとはかけ離れた私です。

でも子供から言ってもらえたことに感謝しています。 

 

昨年末に福島に住む実母がアルツハイマーと診断さ

れました。何でも相談し合う仲でしたので、色んなこ

とを忘れていくのだと思うと悲しくてたまりませんで

した。すでに忘れることも多く、同じ話を繰り返しま

す。 聞くのがしんどい時もありますが、母の声が聞け

て会話できる今がありがたく感じています。病気を通

して私が皆様の話をしっかり聞けるように訓練してく

れている、と気づかせて頂きました。 

 

「慈悲とは慈悲の実践で熟していく」と教えて下さ

っています。すぐに忘れてしまう私ですが、慎みを忘

れず心に寄り添える自分に近づけるよう精進させて頂

きます。沢山の「ありがとう」を皆さまにお伝えして

いく 1年にさせて頂きます。ありがとうございました。 

合掌 

 

青年部健幸行 ～少年部員がチャレンジいっぱい～ 

2月 11日、青年部健幸行が行なわれました。 

9 時の読経供養の聖壇には、青年総務が車椅子駅伝ボ

ランティアへの祈願も込めて導師に座り、鐘と木鉦は

初体験でした。副導師は少年部員が務め、太鼓も揃っ

て、ズラリと並んだ青年部員の姿を見た法座席の会員

は、ものすごく感動した様子でした。事前に聖壇役員

から指導があり、貴重な体験が出来ました。 

9 時の聖壇を見ていた少年部員が、12 時の唱題修行

に立候補を表明し、急きょ太鼓を少年部メンバーに変

更するなど、青年部の健幸行ならではのチャレンジい

っぱいの 1日になりました。 

読経供養後は法座席の掃除機かけや靴箱掃除なども

女子部員と少年部員で行ない、皆がそれぞれに何かひ

とつ教会での役割を務められました。 

午後からは体育館でバスケットやバドミントン、食

堂では婦人部長のクッキー作りを教わり、楽しくあり

がたい健幸行になりました。 

  

令和６年、私たちは「日々感謝 にこにこ元気に出会いたい ありのままの私から」を実践して参ります。 

京都教会のホームページもご覧下さい。https://rkk-kyoto.jp/（右のＱＲコードからご覧頂けます） 
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平和を祈る ～私の戦争体験～ 

やくしん 3月号に会員の戦争体験が掲載されました。 今一度、平和の大切さをかみしめたいと思います。 

戦争の語り部が少なくなってきています。私はこのような体験をしたという方は、渉外部や文書部までお知ら

せ下さい。 

 

 


